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第一章 緒 言

組 織 ノ 「ア レル ギー」 性 攣 化 ノ形 態 墨 的 研 究 ノ・

R6ssle及 ビ其 ノ 門 下生=一依 リテ蘭 明 セ ラ レテ

,ヨ リ、 准 來 形 態 墨 的 把 握 ノ不可 能 視 セ ラ レタル

「ア レル ギ「 」性 攣 化 ノ解 明 ハ病 理 學 界 ノ興 味 ノ

中 心 トナ リ.從 來 本 態 ノ不 明 ナ リ シ各種 疾 患 テ

此 ノ免 疫 學 的組 織 學 的攣 化 轟 立 脚 シテ之 レテ解

明 セ ン トス ル モ ノ漸次 多 キ テ加 ヘ タ リ｡例 ヘ バ

KJingeノ ・Rheumatismusテ 、馬 杉 教 授 ノ・懸 毬

龍 腎炎 ノ髪 生 機 轄 ラ夫 々AUergie二 依 リテ読

明 シ斯 界 ノ注 目 ヲ喚 起 セ シ メ タ リ｡

之 等 研 究 業 績 ヲ通 覧 スル ニ基 礎 實験 轟於 テ抗 元

.ト シテ異 種 血 清 テ使 用 セ ル モ ノ多 キ モ本 來 之 等 .

ノ原 因 タ ルベ キ細 菌AIlergieノ 根 本 的研 究 二

關 シ テハ 尚 不充 分 ノ黙 少 ナ シ トセ ズ｡人 膿 疾

患 二於 テAllergie二 依 リテ惹 起 セ ラ ルル コ ト

カ豫 想 セ ラル ル モ ノノ・圭 ト シテ細 菌 性 蛋 白薩 二

依 ルニ モ拘 ラ ズR6ssle以 東 ナ サ レタル組 織

Allergie性 攣 化 ノ立 場 ヨ リ、之 等 病 慶 ノ本 質 乃

至 ハ登 生 機 序 ヲ読 明 セ ン トス ル細 菌艦Allergie

二 依 ル研 究 ハ 比 較 的 少 ナ シ
,

余 等 ノ研 究 命 題 タル 結 核 性 疾 患 ハ 特 二Beh-

ring,R6mer,Pirquet,Ranke以 來 各種 病 型

ノ爽 生 及 ビ経 過 二Allergie,bzw .Immunitit

ガ 甚 ダ重要 ナ ル役 割 テ演 ズ ル モ ノ トー般 二信 ゼ

ラ ルル ニ モ拘 ラズ、複 雑 多 岐 二亙 ル人 膿 ノ結 核

性 病 疑 力Allergie,bzw,Immunit5tト 形 態

學 的 二如 何 ナ ル 關係 ヲ示 ス ヤニ 就 イテ ノ・筒 幾 多

ノ研 究 ノ絵 地 テ残 スモ ノナ リ.

RobertKoch(1882)ノ 結 核 菌 登 見 以 來 、結核 問

題二關スル病理學養拉 ビニ臨鉢家 ノ見解 ノ・藷観

ラ革 メ タル モ、 倫 結 核 症 ノ登 生 、 病 型 等 ノ アラ

ユル 問題 ハ 解決 セ ラ レ タル モ ノニ 非 ラズ、 之 二

關 ス ル研 究 業績 ハ 陸 緬 トシ デ輩 出 セ リ｡今 之等

結 核 症 二 關 ス ル研 究 方 向 ヲ観 察 スル ニ大 麗 二者

二匠 別 シ得 ル モ ノナ リ｡其 ノー ハ結 核 症 ノ種 々

ナ ル病 型 ノ爽 生 ヲ結 核 菌 自艦 ノ形 態 學 的、 生 物

學 的 姓 黙 二求 メ ン トス ル モ ノニ シ テ、殊 二近 時

Sabinノ ・結 核 菌 テ構 成 スル種 々 ナ ル化 學 物 質 ト

結 核 防 禦 細 胞 ト ノ間 ニ密 接 ナ ル關 係 ノ存 在 テ主

張 セ リ｡

其 ノニ ノ・人 膣 二 見 ラル ル結 核 症 ノ諸 相 テAller-

gie,bzw.Immunit翫 ラ ノ見 地 ヨ リ解 明 セ ン

トスル モ ノニ シ テ、 所 謂Koch氏 現 象 及 ビPi雌

rquet氏 ノAllergie學 設 二端緒 ヲ褒 スル モ ノ

ナ リ｡

近 世Behring,R6mer,Ranke,佐 多 氏 等 ノ・夫

々濁 自 ノ見 解 二立 脚 シ テ免 疫 墨 説 テ樹 立 シ
、殊

二Rankeノ ・発 疫 學 的 見 地 ヨ リ人 盟 結 核 症 ノ登

展 二三 時代 ヲ轟 別 セ ルノ・周 知 ノ事 實 ナ リ｡

之 等 諸 先 人 ノ結 核 免 疫 學 読 ハ理 踏 整 然 ト シテ人

燈 二於 ケル幼 年 期 、 成年 期 、 老 年 期 二 至 ル 各種

病 型 ノ移 動 ノー 般 的 概 念 テ與 フル モ、 之 ニ ヨ リ

蓑
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テ 實際 吾人 ノ日常 遭 遇 スル欄 々 ノ複 稚 ナル病 型

ノ登 生 及 ビ病 機 ノ進 展 二封 シテハ必 ズ シモー 定

ノ指 針 ラ與 フル モ ノニ非 ラズ ト主 張 ス ル モ ノ少

ナ カ ラズ
o

古 東 肺 臓 ノ ミナ ラズ他 種 臓 器 二於 ケル結 核 症 ノ

組 織 學 的攣 化 ノ根 本 形 式 ハ増 殖 型 ト滲 出 型 ノ雨

者 二隔 別 シ得 ラル ル モ ノナ ル モ、 從 束 其 ノ解 設

テ試 ミ タル者 ハ、 輩 轟結 核 菌 ノ量 的 關 係 、 毒性

ノ強弱 、 部 位 的 關 係 ニ ヨ リテ設 明 セ ン ボセ ル モ

ノ多 シ｡即 チ菌 量 少 ニ シテ弱 毒 ナ ル トキハ増 殖

牲 トナ リ、 反 之 時 ノ・滲 出 型 トナ ル｡叉 結 核 菌 ノ

直 接 的 氣 道 内感 染 像 ハ滲 出 型 、血 行性 感 染 ハ檜

殖 型 ナ リ ト論 ジ、更 二斯 カ ル差異 テ惹 起 セ シム

ル 重 要 ナル原 因 トシテノ・生 艦 ノ免 疫 歌 態 ガ重 要

ナル 意 義 ラ有 ス ル モ ノナ リ ト信 ぜ ラルレ
.結 核 再

感 染 ハ初 感 染 二 比 シテ量 的 乃 至 質 的 叉 ノ・時 間 的

縄 過 二於 テー 定 ノ差 異 テ認 メ、 炎症 ノ・急劇 二且

高 度 二誘 瑳 セ ラル ル ニ拘 ラズ治 癒 傾 向 ノ大 ナル

コ トニ… 致 セ リ｡再 感 染 二於 ケル組織 墾 的攣 化

ノ根 本 ハ血 管 系統 障 碍 ニ シテ
、 蛋 白質 及 ビ繊 維

素 二富 メル漿液 ノ滲 出 、 白血 球 及 ヒ・糸猛織 球 性 軍

核 細 胞 等 ノ滲 出 現象 ハ全 ク循 環 障 碍 ニ蹄 因 スル

モ ノナ リ ト解 セ ラル.

叉 肺結 核 症 二見 ラル ル乾酪 攣 性 及 ビ室 洞 形 成 ノ

成 因 二關 シテハ 古東 諸 設 ノ存 スル 所 ナル モ、 近

時Ranke,Pagel,Schleussing,Schmicke,

R6mer氏 等 ハ コ レガ登 生 二結 核Allergieノ

關 與 ス ル コ トヲ強 調 セ ル モ未 ダ確 定 ノ域 二達 セ

ザ ル モ ノナ リ｡

人艦 二見 ラ ルル結 核 症 ノ各 種 病 型 ノ登 生 機 轄 テ

結 核Allergieノ 形 態 學 的 慶 化 二立 脚 シ實 験 的

二解 明 セ ン トスル モ ノ多 キ ヲ加 ヘ タル モ、其 ノ

爽 生 二Allergieガ 須 必條 件 ナ リ ト思 惟 セ ラル

ル病 型 、例 ヘ バ大 漿 性 乾酪 性 肺 炎 ノ如 キ モ未 ダ

實 験 的 二惹起 セ シメ得 ザ ル状 態 ナ リ｡

然 ル 轟余 等 ハ今 同 、氣 道 内結 核 再感 染 二際 シテ

Adrenalinサ 併 用 シ,肺 臓 二於 ケルAllergie

性 反慮 ラ増 強 セ シメ タ ルニ人 艦 ノ大 葉 性 乾 酪 性
ぶ

肺 炎 二殆 ン ドー 致 セル病 攣 ヲ惹 起 セ シ メ得 タ ル

モ ノナ リ｡斯 ク ノ如 ク結 核 再 感 染 二際 シ テ同時

二種 々 ナル塵 置 チ併 用 シ所 謂Allergie性 炎症

ノ増 強 乃 至 抑 制 テ計 ル トキハ 複 雑 ナ ル病 型 テ惹

起 セ シメ得 ベ ク、 其 ノ経 過 ノ観 察 ノ・臨躰 治 療 上

ニ モ貢 獣 スル所大 ナ リ ト信 ゼ ラル｡

余 等 ノ・近 時R6ssle,Gerlach,Klinge氏 等 二依

リテ罷 系 ヅ ケ ラ レ タル組 織Allergieノ 形 態 學

的 攣 化 二立 脚 シ、結 核Allergieノ 諸 問題 テ再

検 討 シ、 此 レヨ リ人 罷 肺 結 核 症 二 見 ラル ル諸 相

ノ成立 機 轄 ヲ論 ゼ ン トス ル モ ノナ リ｡今 同余 等

ノ・先 ゾ封 照 ト シテ非 感 作 家 兎 二於 ケル肺 結 核 像

テ検 索」セ ン トス ル モ ノナ リ.

第二章 實験實法

實験動物ハ禮重2kg内 外 ノ成熟家兎テ使用 シ、

結核菌ハ本學細菌學教室 ヨリ譲 リ受 ケタル上池

型人 型結核 菌 ヲ・用 ヒ タリ｡實 験 轟際 シテノ・

Hohn氏 固型培養基 二約1ケ 月間培養 シテ後、

使用 臼的轟依 リ適量 テ秤量 シ乳鉢 ニテ充分磨碑

シ滅菌生理的食盤水テ加ヘテ均等性俘游液 ヲ作

製 シテ使用セリ｡氣 道内感染二於 テハ動物 ヲ脊

位二固定 シ、結核菌浮游液 ノ適量 ヲ除々二氣管

中二注入セリ｡1又同時ニ併用セル盤化Adrena一

linノ ・三 共 株 式 會 澱 製 千 倍 液 溶 ノo.5ccヲ1日

1同 藪 同 連緬 反復 セ リ｡之 等 實験 動物 ハ死 亡 セ

ル モ ノ以 外 ハ適 當 ナ ル時 期 二室 氣 栓塞 二依 リテ

致 死 セ シメ剖 検 後10%Formol液aテ 固 定 シ

法 ノ如 ク「パ ラ フ ィ ン」切 片 トナ シH.E.重 複

染 色 、Weigert氏 暉 力繊 維 染 色法 、vanGieson

氏 染 色法 、Bielschowsky-Maresch氏 格 子 状 繊

維 染 色法 及 ビZiehl-Neelsen氏 結 核 菌 組織 内 染

色 法 テ施 シテ鏡検 セ リ｡
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第三章 實験成績

第一節 健康家兎氣道内結核戚染例

本實験群 ハ健康家兎氣道 内二人型結核生薗25

mgヲ5ceノ 生理的食盤水中二浮游 セシメタル

モ ノチ注 入 シ、1時 間 ヨ リ3ケ 月 間 二 亙 ツ テ観

察 セ ル モ ノナ リ｡

第1表 健康家兎氣道内結核感染例
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Nr.1・1時 間 目所 見｡(本 例 ハ肺 胞 内 ・x出現 ス

ル滲 出細 胞 ノ性状 テ知 ラ ン トシテ5%「 リチ ォ

ニ・カ ル ミ ン」 溶 液O.5ccテ 結核 菌俘 游 液 二混

ジ テ注 入 ス)

肉眼 的 二観 察 ス ルニ 爾肺 臓 殊 二下肺 葉 ノ・稽{禰

蔓 性 ニ赤 染 セ ルモ柔 軟 ニ シテ氣 容 二富 ミ限 局 性

病 攣 子認 メ ズ｡

鏡 検 ス ルニ注 入 セ ラ レタル結 核 菌 及 ビrカ ル ミ

こ」色素 ハ小 氣 管 枝 及 ビ肺 胞 腔 内 二沈 著 シ
、之 二

接 スル肺胞 壁 ハ霧 粗 トナ リ毛 細 血 管 ハ鑛張 ス｡

肺 胞 壁 細 胞 ハ 内腔 二 向 ツ テ隆 起 シ、 核 ハ楴 圓 形

ニ シテ淡 明 、原 形 質 内 二微 細 ナ ル 「カ ル ミ ン」穎 ワ

粒 テ胞 臓 ス.之 等 ノ中 アル モ ノノ・肺 胞 腔 内 二腕

落遊離 シ・結核菌 ト直接接燭セルモ ノノ・攣性崩

解 セリ｡更 二肺胞内ラ検 スルニ之 レト別種 ノ細

胞 テ認 ム｡即 チ細胞核ハ圓形乃至稻{不 正圓形

ヲ呈 シ・「クロマチ ♪」ノ・租大穎粒歌 テナシ且胞

艦 ノー側二扁在 シ、原形質ノ・大量 ノ「カルミン」

穎粒二依 リテ充満 セラル｡多 核白血球ノ・未ダ全

ク謹明 シ得 ズ・肺胞間質 現 ルデ 切 レじ 」液

ハ禰蔓性二浸潤 シ淡赤色 ヲ皇 シ
、少量 ノ組織球

二依 リテ搬取 セラル
｡次 苧之 テ今氏銀反慮テ試

ミタル標本ニテ観察 スルニ肺胞内滲出細胞ニ シ

テ所謂肺胞上皮二由束セリト看倣 サルルレモンニ

於 イテノ・眞 ノ銀穎粒ハ読明 シ難 ク、他 ノ貧喰作

用著明ナル滲 出細胞内ニハ明 ラカニ微細銀穎粒
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ラ謹 明 セ リ｡

結 核 菌 ハ「カル ミ ン」二 混 ジテ肺 胞腔 内 二沈 著 シ

細 胞 ト ノ關 係 ナ見 ルニ所 謂 肺胞 上皮 細 胞 内 二極

少 量 謹 明 セ う レ、他 ノ滲 出細 胞 ノ・結 核 菌 壁多量

貧喰 セ リ｡

Nr.2.8時 間 目所 見｡(5霧 「リチ オ ン・カ ノ!ペ

ン」溶 液O.5ccテ 結 核 菌 俘 游 液 二混 ジ テ 注 入

ス)｡雨 側 下 肺 葉 ハ嗜赤 色 、 硬 度 ハ 輕度 二増 加

ス｡鏡 検 スル ニ 多核 白血 球 ハ著 明 二塘 加 シ、 結

核 菌 ノ小 塊 歌 ヲナ シテ沈 著 セル部 位 二於 イテ ノ、

花 環 歌 テ ナ セ リ｡之 レニ混 ジテ散 在性 二輩核 大

灘誌繍 嚇罐議鍔羅
セルモ ノ多シ｡結 核菌ハ多核白血球二依 リテ包

園セラレ、軍核大細胞ニヨリテ囁取 セラルルモ、

多核白血球二依ル貧喰像ハ稀ナリ｡叉 菌 ノ形態

ヲ見ルニ菌罷ハ被染牲 テ減 ジ、穎粒歌乃至ハ断

裂セルモノ多 シ、

Nr.3｡24時 間目所見｡

爾肺臓 ハ輕度 ノ鯵血プ示セルモ容積及 ビ硬度共

二尋常∴ シ テ肉眼的 ニ未グ限局性病攣 ヲ認 メ

ズ｡之 レテ鏡検スルエ小氣管枝叉ハ肺胞 ユー致

シテ粟粒大 ノ限局性病竈ラ認メ、滲出細胞ノ・主

トシテ多核白血球 ヨリナリ、軍核大細胞之二亜

ギ、時二少量 ノ漿液性滲出液テ認 ム、周園 ノ肺

胞壁ノvk腫様懸粗 ヲ示 シ∫結締織細胞ハ腫大 シ、

且又多核白血球 ノ浸潤 二依 リテ肥厚 ス｡病 竈部

二於 ケル小血管 ハ猿張 シ、内被細胞ハ腫大隆起

シ、且周園 二多核白血球 ノ浸潤 ヲ認 ム｡氣 管枝

二於左ル病攣ノ・小ナルモノ程強ク内面ハ白血球

脱落上皮ラ混ぜル粘液様物質エテ被覆 セラル｡

結核菌ハ多核 白血球 二依 リテ包園セラレ、或ハ

肺胞内軍核大細胞二依 リテ貧喰 セラレテ獲性乃

至ハ萎縮像ラ示 スモノ多 シ.

Nr.4.2日 目所見｡

肉眼的二未ダ結節形成 テ明視 シ得ズ.

鏡検 スルニ依然肺胞内二多核白血球及 ビ輩核大

細胞等 ノ滲出細胞 テ認 メ、同時二肺胞壁ハ多核

白血球、類淋巴球 ノ浸潤二依 リテ肥厚 シ、肺胞

腔ノ・歴迫 セラレテ無氣性 トナレルモノ稀ナラズ

叉病竈部二於 ケル細葉間静賑及 ビ毛細血管ハ著

シク櫨張 シ、血管壁ハ霧粗 け リ周1草1二多核白

血球及ビ輩核圓形細胞 ノ浸潤 壁認 ム｡

Nr.5."3日 日所見.

割面二於テ灰白色ニ シテ智脈 透明ナル微細斑鮎

歌 ノ結節像 テ認 メ、之 レザ鏡検 スルエ結結菌 ナ

花環状二園 メル多核 白血球ハi愛性崩壊 二依 リテ

殆 ンド清失 シ、反之類上皮細胞二類似セル軍核

大細胞 ハ其 ノ撒ヲ増加 ス｡一一方之 レラ園メル肺

胞壁ノ・類淋巴球及ビ納 支淡明ニ シテ構圓形 ノ核

ヲ有 スル結締織性組織球性細胞 ノ檜殖二依 リテ

肥厚 シ、肺胞内滲出細胞 ト融合 シ結節形成 ノ初

徴 テ肯定セシム｡血 管系統 二於 ケル病攣 テ検 ス

ルニ、小血管殊 二静脈二強久 周園ノ、圓形細胞

二依 リテ密二園続 セラレ、血管内被細胞ハ腫大

シテ内腔二向ツテ隆起 シ多核白血球ハ血栓歌 二

集合 ス｡氣 管枝壁粘膜下結締織中二類淋巴球 ヨ

リナ レル結節獣細胞浸潤 ヲ認 ムルモノアルモ其

ノ撒ハ少ク、粘膜上皮細胞ハ腫大貌落 シ、多槙

白血球 ヲ含 メル粘液様物質二依 リテ被覆 セラ

7レo

Nr.6.7日 目所㌻と召1

肺臓容積ハ梢 く増加 シ、割面二於 テ散在性 二粟

粒大乃至碗豆大 ノ限局性病竈 テ認 メ、灰白色二
●シテ稚 ㌃透徹

、 周園二封 スル境界ハ不明瞭 ナ

リ｡組 織墨的工見ルニ、肺胞内軍核大細胞ハ増

加 シ多核白血球 ハ少教散見セラルルニ過ギズ.

叉肺胞壁ハ幼若類上皮細胞及 ビ類淋巴球 ノ檜加

二依 リテ盆 明巴厚 シ、肺胞内滲出物 子此 ノ中二

抱擁 シテ初期増殖性病攣像ヲ示 スモノナリ｡肺

胞壁又ハ氣管枝壁等 ノ間質二初嚢 セル結節 ノ構

造 ラ見ルニ、白血球浸潤ハ極 メテ少ナク局所 ノ

結締織性細胞ハ攣性性漿化子示 シ、之 レヲ園 ミ

テ類淋巴球、淋巴球等 ノ浸潤 ヲ認 ムルモ、肺胞

ヲ中心 トシテ糞生セルモノニ比 スレバ其 ノ撒遙

カニ少ナシ｡血 管周躍二於ケル圓形細胞浸潤ハ

盆 ㍉顯著 トナリ、結節駄 テナシテ血管ラ取 リ雀

ケルモ ノ少 ナカラズゆ氣管枝二於 ケ乃加答兜性
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炎 症 モ亦増 強 シ、粘 膜 下結 締 織 中 ニ モ小 圓 形 細

胞 ノ浸 潤 テ認 ム ル ニ至 ル｡結 核 菌 ノ・結 節 ノ中 心

層 二於 イテ依 然 誇 明 セ ラル ル モ、 注 射 後24時

間 プ縄 過 セ ル例 二比 シテ減 少 シ、 乱ツ菌 ノ形 態

及 ビ被 染 性 ハ減 弱 シ種 々 づ艮行 性 攣 性 ヲ示 スそ

ノナ リ

Nr,7.14日 目所 見｡

肺 臓 容 積 ノ檜 加 著 明 、 多教 ノ小 硬 結 テ燭 知 λ｡

鏡 検 スル ニ結 核 病 攣 ハ細 葉 性 増 殖 型 テ基 準 トセ

ル モ之 等 ハ不 規 則 二融 合 ス｡下 葉 後 脊 部 二於 イ

テ ハ病 攣 ハ ム シ ロ禰 蔓 性 二鑛 大 シ、 周 園 肺 胞 内

二 少量 ノ漿 液 性 物 質及 ビ軍 核 大 細 胞 、 多核 白血

球 等 ノ滲 出 テ認 ム.之 等 病 竈 ノ中 心 部 ノ・乾 酪 慶

無 孟縢 リ細 胞 ハ攣 性 崩 壌 シテ多量 ノ核 破 碑 物 ヲ

認 ム｡之 レテ園 ミテ類 上皮 細 胞 ノ・著 明 二壷 育 シ

各 細 胞 ノ原 形 質 ノ・互 二 連結 シ テ平 等 二配 列 セル

モ時 々大 滲 出細 胞 ヲ混 ズ ル コ ト稀 ナ ラズ｡亘 態

細 胞 ノ形 成 ノ・殆 ン ド認 メ難 ク、 叉 類 上 皮 細 胞 層

ノ周園 ユ於 ケ ル:淋巴 球 ノ浸潤 モ 極 メ テ輕 度 ナ

リ｡

氣 管 枝 二於 ケ ル病 攣 テ見 ルニ小 ナ ルモ ノハ病 竈

中 二埋 浸 シテ識 別 シ難 ク、大 ナ ル モ ノハ軽 度 ノ

加 答 見 性 炎症 テ示 シ且 ツ粘 膜 下組 織 ニ ハ 多核 白

血球 、 淋 巴球 ノ浸 潤 テ認 人 結 節形 成 ノ・益 支著

明 トナ ル｡小 血 管 ノ周 園及 ビ 内膜 下 二 小 園形 細

胞 浸 潤 ハ盆 丸著 明 トナ リ内腔 ハ 之 レガ タ メ狭 墜.

トナ リ、 高 度 ナ ル モ ノノ、殆 ン ド閉塞 セ リ.

結 核 菌 ハ病 竈 中 心部 二 於 イ テ増 殖 シ、 禰 蔓性 二

配 列 シ聚 落 状 ラ呈 ス ル モ ノハ少 ナ シ｡類 上 皮 細

胞 二 依 リ テ貧喰 セ ラ ルル モ ノハ少 ナ 久 菌 罷 ハ

太 ク長 ク輕 度 二轡 曲 シ、Carbolfuchsin二 好 染

シ蕨 育 ノ旺 盛 ナ ル テ思 惟 セ シム｡又 菌 ハ 氣管 枝

ノ分 泌 物 中 二於 イテ モ比 較 的 多量 二 讃 明 セ ラル

ル モ ノナ リ.

Nr.8、Nr.9.26日 、30日 目所 見｡(雨 例 ハ 肉

眼 的 拉 ビ ニ鏡 検 的 所 見 ハ共 二類 似 セ ル故 一揺 シ

テ記 載 セ ン〉｡

雨 肺臓 ノ容 績 及 ビ硬 度 ハ著 明 二増 加 シ、 表面 及

ど 割 面 二粟 粒 大 ヨ リ小 指頭 大 ノ限 局 性病 竈 ヲ認

ム｡病 竈間 ノ肺臓組織ハ漿液二富 ミ氣容二乏 シ

ク硬度 縁曾加 シ肺炎様像 ラ呈 シ、右肺下部二殊

二著明ナリ｡

鏡検スルニ層殖性病攣竈 ノ中心部ハ乾酪姓壌死

二陥 リ、E◎sinニ テ平等二赤染セル無構造物質

ト化セルモ翁ホ少量 ノ核破壌物質テ認 ム｡之 レ

テ園 ミテ類上皮細胞層 ヨリナレル廣 キ淡明ナル

細胞層 ヲ認 ムルモ未 ダ亘態細胞 ノ出現 ナシ.更 劇

二周園ハ淋巴球層二依 リテ包園セラル｡此 虜二

於 テハ結締織細胞ハ」曾加 シ、且夫 叉殿子形ニシ

テ租 胤淡明ナル小核ヲ有 スル細胞 ヨリナレル索

歌又ノ、樹枝状 ラナ シ、時二小ナル管腔テ有スル

氣管枝 ノ新生 ヲ認 ムルコド稀ナデズ｡之 等病竈

間二介在スル肺胞ハ代償的そ櫨張 シ、中二少量

ノ濃厚ナル劇 夜性物質及 ビ軍核大細胞 ノ滲出ラ

認 メ 叉該 筏合 シテー種 ノ亙態細胞ラ形

成ス 下肺葉下部ニ於 テ肉眼的晶滲出性病攣テ

認 メ ルモ、之 レテ鏡検スルニ結核感作家兎 ノ

氣道内再感染後2-7日 目ノ所見二類似 スルモ

ノナリ.帥 チ小氣管枝及 ビ肺胞ノ・多量 ノ大滲出

細胞、 多核白血球、加之蛋白質二富 メル漿液性

物質二依 ソテ充 タサレ、滲出細胞ハ壁性崩壌 シ

テ乾酪痩性 ノ初期像テ示 ス.カ カル部位 ノ肺胞

聞質ハ水腫様髪粗 テ示 セ ドモ弾力繊維 ノ損傷ノ・

弱 ク、毛細血管ハ高度二鑛張 ス｡本 滲出現象ハ

其 ノ組織像 ヨリ見ルニ慢 性ノ経過テ トリ漸次壇

悪セルモ ノニ非 ラズ比較的急劇 二登生 セルモル

ト思惟セラル｡此 レガ嚢生ハ氣管枝昌於 ケル結

核性病攣ハ漸次壇悪 シ多量 ノ結核菌ヲ含 メル炎
ま

症性崩壊物質ガ末梢氣管枝二向ヅヲ樽播 セルモ

ノナルモ、個艦ハ結核感染後1ケ 月ヲ縄過 シ感

作 ノ増強セル時期 ニー致セルタメ高度 ノ滲出性

病攣テ惹起 セルモノナラント思考セラル.即 チ

翻 彌 染ト看伽 ベキモノ劉

血管系統二於ケル病慶ハ盆 丸壇強セラレ、小血

管ノ・結節性動脈周園炎 ノ像 ヲ呈 シ、或ルモノニ

於テハ内膜下 ノ小圓形細胞 ノ浸潤 ハ著明 トナリ

閉塞性血管内膜炎 ノ像 ラ呈 スルモノ稀 ナラズ｡

結核菌ノ・盆 丸檜加 セルモ、乾酪性壌死竈二限局
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シ細胞層二少ナク散 在性又ノ、聚落黙二配列ス｡

1又滲出性病攣部 ノ氣管枝腔内滲出物中二多量澄
ゑ

明 セラル｡

Nr.10.43日 目所見｡

病攣ハ右肺二強 ク、表面二多数 ノ大小種 々ノ結

節状隆起ヲ認 メ硬度モ亦増加セリ｡劃 面ノ・肺胞

性結筋結核像 ヲ呈セルモ、下肺葉後背部 ノ病攣

バ禰蔓性ニ シテ肺炎像二近 シ｡

鏡検 スル轟陳奮ナル病竈部 ノ乾酪性壌死ハ梢 く

籏大ゼルモ、Eosin二 赤染セル硝子様無構造物

質 ト化 シ、類上皮細胞及ビ淋巴王求ノ各層二於 イ

テハ結締織性細胞ノ、増加 シ病勢ハ停止 セルガ如

ク1思惟セシム｡比 較的新鮮ナルモノ・=於イテハ

中心層二多核白血球比較的多量浸潤 シ、之 レヲ

園 ミテ幼若類上皮細胞、淋巴球檬細胞 ノ檜生 ラ

認メ、コノ間二軍核大細胞 テ含 メル肺胞腔散見

セラル、肉眼的二肺炎像 テ呈 セル病竈部テ観察

メ ルニ小氣管枝友ビ肺胞腔ハ{愛性崩壊 セル多核

白血球、輩核大細胞及ビ少量 ノ繊維素性漿液性

滲出物 ニヨリテ充 タサレ、教価 ノ輩核大細胞ノ・

融合 シテ亘態細胞テ形成ス｡肺 胞内滲出細胞ハ

量的二可成 ノ差異テ示 シ大量ナル場合ハ全 ク肺
づ

胞膣ヲ充環 シテ類上皮細胞結節 ノ如 キ所見 ヲ

呈ス｡之 等檜殖性及 ビ滲出性病攣ハ劃然 ト分離

セラルルニ非ラズ種々 ノ移行型 ヲ認 メ得ルモノ
奪

ナリ｡

血管系統二於 ケル騰攣ハ極 メテ著明二現ハレ、

大小 ノ動、静脈 ノ内膜ハ圓形細胞 ノ浸潤二依 リ

テ肥厚 シ、内膣ノ、著 シク狭隆 トナル｡血 管周園

モ亦類淋巴球及ビ結締織性細胞ニヨリテ結節1伏

二園続セラレ、血管壁モ亦著 シク霧粗ナル｡

氣管枝病攣ハ檜殖性病竈部二弱 ク、滲出性病憂

部二彊 ク内腔ハ多量 ノ結核菌ヲ含メル漿液性細

胞性滲出物ヲ含 ム｡

結核菌ハ陳蕪ナル檜殖性病避部二比較的少ナク

新鮮部位及ビ滲出性病竈二於 イテハ散在性或ハ

聚落黙 ラ呈 シ、菌 ノ形態 ヨリ見 レバ礎性萎縮セ

ルモノアルモ、多クハ色素二好染 シ糞育 ノ旺盛

ナルヲ思ハシム｡

Nr.11.90日 目所見、

雨肺臓容積檜加著明,右 肺表面ハ不規則ナル塊

}伏ヲナ シテ隆起 ス｡割 面二於イテノ・大小種 々ノ

互二融合 セル結核病竈 テ認 メ中心部 ノ乾酪竈入

黄灰色ニシテ軟化 ノ傾向ヲ示 ス｡鏡 検 スルニ比

較的小ナル結核結節 ノ中心部ハEosinニ テ平

等ユ赤染セル硝子様無構造物質 ト化 シ、結核菌

ハ凝集乃至ハ攣性崩=壌シテ著 シク其 ノ撒 テ減

ズ｡類 上皮細胞ハ細長 トナリ結締織 ノ増加著明

ニシテ且ツ乾酪竈 二石灰 ノ沈著 ラ認 ムルコト稀

ナラズ｡結 核病竈 ノ互 二融合シ廣範二亙 レルモ

ノニ於 イテハ乾酪性壌死 モ亦大 トナ リ中心層二

攣性崩壌セル多核白血球及ビ軍核大細胞二混 ジ

テ多量 ノ結核菌テ諺明 シ、壊死性組織ノ・軟化溶

解 ジテ粟粒大 ノ室洞 ヲ形成 ス｡カ カル廣範 ナル

乾酪竈 ノ周園二狭細 ナル類上皮細胞層 夕認 メ之

レニ接セル外暦ハ結締織 ノ聡殖及ビ淋巴球 ノ浸

潤ヲ認ム｡コ ノ附近 ノ肺胞ハ駆迫 セラ㌧ テ内腔

ノ全 ク潰失セルモノ、又ハ代償性二籏張 シテ内

腔ノ・殼子形 ヲナセル新生肺胞上皮ニヨリテ被覆

セラレ、且 ッ少量 ノ大滲出細胞 ヲレ混 ゼル濃厚ナ

ル漿液性物質テ含 ムO叉 結締織 ノ檜殖二俘 ツテ

氣管枝モ新生セラレ、上皮細胞 ハ椴子形乃至圓

柱状ヲナシ腺腫様像 ヲ呈 ス.

右肺下部二滲出性病攣ヲ認 メ、新鮮 ナルモノハ

肺胞壁毛細血管ハ著 シク怒張 シ肺胞腔内二漿液

性物質二混 ジテ多核白血球及 ビ輩核大細胞 ノ滲

出テ認 メ、更 二時間 デ経過 セリト思惟 ヒラルレル

モノニ於テハ肺胞 内軍核大細胞ハ著 シク聡加 シ

所謂肺胞内結節形成様像 ヲ呈 ス、…方結核菌 ノ

多量ナル小氣管枝及ビ肺胞内滲出物ハ乾酪性壌

死二陥 リ核破碑物質ヲ含 メル無構造物質 ト化 セ

リ｡

氣道内結核初感染費験例小括

以上 ノ如 ク健康家兎氣道内二人型結核生菌25

mg注 入二依リテ惹起セラレタル肺病攣 ハ慢挫

ノ綻過 テトリ増殖性病攣 ヲ主要 ト却・モノナル

モ、滲出性病愛 ノ全 ク出現 セザルモノニ非 ろズ

1-3ケ 月後 可成 リ著明二糞現 セラルいレモノナ
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リ｡今 此 ノ組織像ラ概観 スルニ、感染初期二於

イテハ小氣管枝及 ビ肺胞内結核菌ヲ・園 ミ先ヅ軍

核大細胞繊維素性漿液性物質、要之多核白血球

ノ滲出ヲ認 六 時間 ノ経過 ト共二(3--4日)多

核白血球 ・・攣性崩壌 シ輩核大 細胞ハ 盆 ヒ檜加

ス｡… 方肺胞壁ニ於 テ白血球、類淋巴球及ビ類

上皮細胞 ノ檜生 ヲ認 メ(7日)、 肺胞内滲出物 ト

融合 シテ増殖牲病愛 ノ初期像 子呈 ㌃ 斯 クノ如

キ肺胞テ中心 トシテ蛮生 セル結節以外ニ、少撒

ナルモ氣管枝壁叉ハ肺胞間質二初嚢 セルモノア

リ、此虚二於 イテハ白血球 ノ浸潤 ハ輕度ニシテ

腫大セル結締織細胞、幼若類上皮細胞及 ビ淋巴

球 ヨリナルモ求グ定型的配列ヲ示スニ至 ラズ｡

2適 間後斯 カル病竈ノ・大 トナ嚇 胞 性堆}殖性結

節像 テ呈 シ中心部ハ乾酪性壌死テ起 シ周園二類

上皮細胞 ノ増殖及ビ淋巴球 ノ浸潤 テ認 メ、4-6

週 間後該病竈ハ 盒々大 トナリ互二融合 シテ肺

胞性結節性結核 ノ構造 ヲ示 ス.更 轟注 目スベキ
を

ハ此 ノ時期 二於 イ テ滲出牲病攣 ノ急激二増強

セル1貼ナリ、即 チ肺胞内二多核白血球及 ビ輩核

大細胞 子混 ゼル漿液性物質 ノ滲月 ・認 メ、肺胞

壁毛細血管ハ著 シク籏張 シテ、後述(第 吐編)ス

ルガ如 ク氣道内再感染像二類似 スルモ ノナリ｡

今此 ノ滲出性炎 ノ嚢生機轄 ラ考 ブルニ、勿論此

ノ際一般的反慮姓 ノ焦貼周園姓炎症モ考ヘザル

ベカラザルモ、該病攣ハ檜殖性炎 ノ周園二限局

スルコトナクムシロ結核性乾酪性氣管枝炎 手中

心 トシテ嚢現 シ普通見ラルルPerifokalノ 炎

症 卜嚢壕 テ異ニスルモノナリト思惟 セラルルモ

ノナリ｡帥 チ結核菌 学多量含 メル氣道内壊死牲

頽慶物質ガ経氣遽的二吸入セラレ、此 ノ時期二

於 テ既二充分感作 セラレタル肺臓組織 ハ後編二

示 スガ如 ク氣 道 内再 感 染 ト同様 二 「ア レル ギー」

性 滲 出 性 病攣 ヲ惹 起 セ ル モ ノ ト思 惟 セ ラル ル モ

ノナ リ｡血 清Allergie二 於 テ非 感 作 生 盟 二'

同大 量 ノ血 清塵 置 二 依 リー 定 期 間 後 登 生 ス ル血

清病 ガ結 局 其 ノ経 過 中 二糞 生 セ ル抗 購 ト残 存 抗

原 ト反 癒 二 依 ル 血 清AUergie二 依 ツ テ設 明 セ

ラルカ如 ク、織 菌工於テ再接種 ノ辮 重方法 テ

行 フザ ル場 合モ 手病 氣 ノ経 過 中 二嚢 生 セ ル抗艘

ガ 生 禮 内 二於 イ テ更 ユ檜 殖 セ ル結 核 菌 ト結 合 シ

此庭 二 典11ergie性 攣 化 ト シテ滲 出 性 炎 症 ノ嚢

生 シ得 ル事 實 ヲ此 遜 二認 ム ル コ トテ得 ベ シ ト信

ズ｡3ケ 月後 小 ナ ル♪曾殖'性病 攣 竈 ノ・結 締 織 性 ト

ナ ル モ、 大 ナ ル モ ノニ於 イテ ハ 乾酪 性 壌 死 ノ・盆

ll曾大 シ多核 白血 球 ノ出現 二依 リ テ軟 化 溶 解 シ

粟 粒 大 ノ室 洞 テ形 成 ス ルニ 至 ル｡一 方 滲 出性 病

攣 モ高 度 二嚢 現 シ、 聡 殖 性 炎 ト錯 綜 シ テ病 愛 ノ・

複 雑 化 ス ルモ ノナ リ｡氣 管 枝 二於 クル病 攣 テ見

ル ニ加 答 見 性 炎 症 ヲ主 ト スル モ結 節 形 成 モ亦認

メ ラ レ之 等 ハ漸次 増 悪 シ、 滲 出 性病 璽1ノ嚢生 ト

密接 ナ ル關 係 ラ有 スル モ ノナ リ｡血 管病 攣 ノ、小

血管 轟強 ク周 園 二於 ケル圓 形 細 胞 ノ浸潤 轟始 マ

リ、 漸次 内膜 下 轟達 シ血 管 周 園 炎乃 至 ノ・内膜 炎

ノ像 ヲ呈 ス ル モ全 維～i過テ通 ジテ 壁 ノFibrinoid一

攣 性 叉 ノ・血 栓 形 成 ハ全 ク謹 明 シ得 ザ リキ｡

結核 菌 ノ潰 長 テ見 ル ニ、 氣 道 内 二注 入 セ ラ レタ

ル菌 ハ1週 間 以 内 二攣 性 崩 壌 二依 リテ輕 度 ノ減

少 ヲ示 スモ、2週 聞後 ヨ リ漸 次 増 加 シ3ケ 月後

軟 化 溶解 部殊 二小 室洞 壁 二純培 養 ノ如 ク多量 読

∫現セ ラル、然 レ ドモ小 結 節 ノ陳 蕗 ナ ル乾 酪 竈 二

於 イテハ種 々 ナ ル退 行 攣 牲 二依 リ テ消 失 セル モ

ノ多 シ｡

・第 二節 健康家兎氣道 内結核戚染及 ビAdrenalin併 用實瞼例

第 三編 二於 イテ褒 表 豫 定 ナ ル モ、 余 等 ハ結 核 感

作家 兎氣 道 内 再 感 染 二際 シテ同時 エAdrenalin

ヲ併 用 セ ルニ滲 出性 病 攣 ハ著 明 二増 強 セ ラ レ人

龍 テ大 艇性 乾酪 性 肺炎 ニー 致 セル病 憂 ヲ惹 起 セ

シ メ得 タル モ ノナ リ｡本 群 シ、之 レガ封 照 トシテ

行 ヒル モ ノニ シテ、 非 感 作 家 兎氣 道 内 二 人型 結

核 生 菌25mgヲ 注 入 シ同時 二 千倍Adrenalinヲ

皮 下 二注 射 セ リ｡先 ヅAd.O.5ccラ 氣道 内結 核

菌 注 入前5--10分 前1同 皮 下 注 射 ヲ行 ヒ、 以後

連 日1日1同0.5cc宛7回 反 復 セ リ,7同 テ終
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了 セル モ ノハ更 二Ad.テ 注 射 スル コ トナ ク放 シ剖 検 後 鏡 検 セ リ｡

置 シ、 死 亡 セ ル モ ノ以 外 ノ・適 當 ナ ル時 期 二屠殺

第2表 健康家兎氣道 内結核感染及 ビ顧化「ア ドレナ リン」使 用例
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Nr.12.(結 核菌氣道内25mg.Ad.O.5cc2同)

2日 目所見｡

肺臓赤色ニシテ柔軟、割面ハ血液 二富メルモ未

ダ限局性病痩 ヲ認 メズ｡鏡 検 スルニ小氣管枝及

ビ肺胞腔内結核菌 ノ沈著部位ニー致 シテ白血球

ノ限局性浸潤竈 ラ認 メ周園肺胞内二赤血球 ラ含

メル漿液姓物質 ノ滲出アリ｡叉 局所肺胞壁ハ著

明ナル水腫檬霧粗 テ示 シ、結締織細胞ハ腫大 シ

白血球及 ビ類淋巴球 ノ浸潤二依 リテ肥厚 シ、毛

細血管ハ著 シク緊張 ス｡氣 管枝ハ輕度 ノ加答見

性炎症像 ヲ呈 ス｡

Nr.13.(結 核菌氣道内25mg.Ad.O.5ec4同)

4日 目所見｡

肺臓ハ容積増加 ナ ケ レ ドモ、嗜赤色ニ シテ硬

度柔軟、劇面 ニ於 イデ散在性二微細粟粒大、灰

白色 ノ斑貼様病竈ヲ認 ム｡鏡 検スルニ病竈部 ノ

多核白血球ノ・攣性崩壌 シ反之輩核大細胞ハ著 シ

ク増加 ス｡一 方肺胞壁ハ類淋巴球 ノ檜生二依 リ

テ著 シク肥厚 シテ上記肺胞内滲出細胞 テ園続

ス｡又 結核菌 ノ肺胞間質乃至ノ・氣道壁二侵入セ

ルモノハ白血球、淋巴球、幼若類上皮細胞 ヨリ

ナレル限局姓細胞浸潤竈 テ形成 ス｡肺 血管ノ・…

般二彦血 シ、所々二少量 ノ赤血球、輩核大細胞

テ含メル肺胞内滲出液 テ認 ム｡又 血管周園二小

園形細胞 ノ浸潤ラ認 メ、氣管枝ハ加答見性炎像

テ呈スルコトAd.非 使用例 ト同檬 ナリ｡

Nr.14.(結 核菌25mgAd.0.5cc7回)7日 目

所見｡

肉眼的二既二散在性結核結節テ認 メ、鏡検 スル

ニ病i愛ハ細葉ニー致 シ愛性崩壊 セル白血球及t"

結核菌ヲ園 ミ輩核圓形細胞及 ビ幼若類上皮細胞

増生 シ結節 ノ初期像 テ呈セルモ未 ダ細胞ハ定型

的配列 テ示 サズ｡所 々 ノ肺胞壁ノ・類淋巴球 ノ浸

潤 二依 リテ結節状 二肥厚 ス｡肺 血管パー般二鯵

血歌態ニアリ、毛細血管ハ殊二援張 シ肺胞内二

赤血球 ヲ含 メル漿液 ノ滲出テ認 ム｡

Nr.15.(結 核菌25mgAd.0.5cc7同)14日 目

所見｡醸

肺臓ノ・容積 テ壇加 シ表面及 ビ割面二比較的多歎

ノ粟粒大 ヨリ碗豆大 ノ灰白色 ノ結節テ認 メ、下

肺葉 ノー部ハ肺炎像 ヲ呈ス｡鏡 検 スルニ病攣ハ

所謂細葉性増殖型ニシテ中心部ノ・乾酪性壊死二

隔 リ多鍬 ノ核破片及ビ結核菌ヲ含 ム｡コ ノ周園

二類上皮細胞及ビ淋巴球 テ認 ムルモ雨者 ノ優分

ハ未ダ明カナラズ｡氣 管枝壁又ハ肺胞壁間質二

登生セル結節ハ淋巴球及 ビ幼若類上皮細胞 ヨリ



216
ホ

武 田・新保=肺 結核症 二於ケル結 核「ア レル ギー」ノ意義 【第20巻

ナリ乾酪化 テ認 メズ｡此 ノ外散在性二肺胞内滲

出現象及 ビ此 レヨ嚇曾殖型ヘ ノ移行像 ヲ認 メタ

リ,氣 管枝二於 テノ・多核白血球、脱落上皮、粘

液檬分泌物 ノ出現等加答見性炎症 テ認 メ、且結

核菌 モ多量謹明セラル｡血 管病攣 モ亦檜強 シ、

血管周園及 ビ壁二於 ケル園形細胞 ノ浸潤ノ・顯著

トナル｡

Nr.16.(結 核菌25mgAd.O.5cc7回)24日 目

所見｡

病漿 ノ・右肺二著 シ久 表面ハ結節状 塊歌二隆

起 シ、割面ハ肺胞性結節性結核像ニ…致 シ、右

肺下部ノ・肺炎像 テ呈ス.鏡 検 スルニ肺實質中二

孤立セルモノハ中心部 二乾酪愛性、周園 二類上

皮細胞層及 ビ淋巴球層 ノ層輪形成稽 気明確 トナ

ルニ互二融合セル病竈部ハ壇殖型 ト滲出型 ト混

合 シ乾酪化著明ナリ｡右 肺下部肺炎竈 テ見ルニ

肺胞腔ノ・櫨張 シテ多量 ノ滲出液、多核白血球及

ビ大滲出細胞 テ含有ス｡局 所 二於ケル氣管枝ハ

粘液様分泌物 テ混 ゼル白血球、腕落上皮細胞二

依 リテ充填 セラレ粘膜上皮ノ・i愛性崩壊ス｡血 管

ハ旗張 シ淋巴球ハ結節歌 テナシテ周園二蝟集 シ

更二内被細胞下轟モ浸潤 セリ｡

Nr.17.(結 核菌25mg｡Ad.0｡5ec7同)75日 目

所見｡

病攣ハ右肺二強 ク表面ハ塊状二隆起 シ、割面ハ

大小種々ノ結核病竈二依 リテ占居セラル｡鏡 検

スルニ乾酪姓壌死ハ益 ㌃櫨大 シ全 ク無構造均等

姓物質 トナリ、多量 ノ結核菌ラ含 ミ、白血球浸

潤 二依 リテ軟化溶解 シテ小 ナル空洞 テ形成ス｡

類上皮細胞層ハ菲薄 トナリ之 レニ接績 スル淋巴

球層二於テハ結締織細胞ノ・著 シク増加 シ叉之 レ

ニ俘 ツテ氣管枝 ノ新生 テ認 ム｡然 ルニ小結節二

於 テハ乾酪竈ハ均等性硝子檬物質 ト化 シ結核菌

ハ攣性崩壌ニ ヨリテ浦失 シ且結締織ハ著明二檜

生 シ病勢ノ・静止 ノ状態 ヲ示 ス｡比 較的新鮮ナル

結節周園二於 イテハ所謂焦鮎周園炎症 テ認 メ、

又下 肺葉下部二於 イテハ之 レト別個二肺炎像 テ

認 メ陳藷ナル部位ハ増殖型二移行 ス.

血管病璽ノ・盆 篭著明 トナリ、血管周園ハ圓形細

胞二依 リテ包圃 セラレ血管壁ハ霧粗 トナリ内被

細胞 ハ腫大檜殖 シテ内腔ハ殆 ンド閉塞 セラル｡

氣道内結核初感染及ビAd■enalin

併用例小括

健康家兎氣道内人型菌25mgラ 氣道 内二注入 シ

、之 レト前後 シテAd.ヲ 藪同反復皮下注射1ナ

ストキハ、非使用例 ニ比 シテ滲出性病攣ハ檜強

セラルルモ藤感染例 ヨリハ遙 カニ弱 ク檜殖性病

攣 デ主 トシ且漸進的檜強テ示 スモ ノナザ｡之 レ

テ組織墾的二観察 スル トキへ 初期二小毎管枝

叉ノ・肺胞 内二沈著セル結核菌テ中心 トシテ多核

白血球、軍核大細胞及ビ少量 ノ漿液性物質 ノ滲

出 テ認 メσ 日以内ノ漸次類上皮細胞、淋巴球出

現 シテ層輪形成顯著 トナル(2週 間後)｡一 方結

核菌 ノ檜加 ト共 二中心部ハ乾酪性壊死二陥 リ、

病礎ノ・周園二櫨大 シテ肺胞性結節性結核豫 ラ・示

シ、約2ケ 月牛後 乾酪竈ハ白血球 ノ浸潤二依 リ

軟化溶解 シテ室洞形成 ノ初徴 セシムル所見二接

ス｡斯 クノ如 ク全縄過 ヲ通 ジテ檜殖性病攣主要

トナツテ現ワルルモ、滲出性病攣モ亦看過 スベ

キニ非 ラズ.初 期ニ見 ラルル肺胞内滲出現象ハ

Ad.ノ 影響 ト解 セラルルモ約 ケ1ケ 月後梢 ≧急

激二肺炎像 ノ出現 テ認 メタルハAd.非 使用例二
を

一致 シ他 二原 因 ラ求 ムベ キ モ ノ ナ リ ト思 惟 ス
｡

即 チ氣 管 枝 腔 内 ニ壇 殖 セル結 核 菌 ガ組 織 ノ崩壊 ,

性 物 質 ト共 二末 梢 氣 管 枝 内 二流 入 シ、 此 ノ時甑

二充 分 感 作 セ ラ レタル肺 臓 組 織 二作 用 シテ此 雄

二急 激 ナ ルAllergie性 反 慮 二 身ル滲 出性 病 漿

ヲ惹 起 セル モ ノ ト思 惟 セ ラ ル｡｡｡

血 管 二於 ケル病 攣 テ見 ル ニ、Ad.テ 使 用 セル初

期 ユ肺 血 管 ノ澄 血 ノ・著 明 二現 ワ レ、 叉 血 管 周 園

二圓 形 細 胞 ノ浸 潤 、 内被 細 胞 ノ腫 大 檜 殖 ラ認 メ

タ リ｡氣 管 枝 病 攣 ハ 加答 見 牲 炎症 ラ主 ト シ、 時

二結 節 形 成 テ認 ム ル モ此 塵 ユ檜 殖 セ ル奉吉核 菌 ノ・

上 記 ノ如 ク滲 出 性 病 攣 ノ源 泉 トナ ル モ ノナ リ｡

サ テAd・ 使 用例 ノ肺 臓 所 見 ラ非使 用 例 ノ夫 レニ

比 較 スル ニ初 期 二 見 ラル ル滲 出性 病 攣 ノ増 張 テ

除 ケバ他 ハ殆 ン ド軌 テー ニ ス ル モ ノニ シテ、爾

者 共 二増 殖 性 病 攣 ノ・慢 性 ノ純 過 テ トリテ漸 進 的
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、

二檜 強 シ、 後 期 ウ滲 出性 炎 ノ出現 二・依 リ テ病 勢

Adノ ・稽 ζ急 激 トナ ルeサ レバ結 核 初 感 染 二於

ケル ノ作 用ノ・後 述 ス ル カ如 ク再 感 染 時 ニ比 シテ

大 ナ ル影 響 テ及 ボ サザ ル モ ノ ト思 惟 セ ラル｡以

上 ノ所 見 ヨ リ考察 スルニ實 験 的 氣管 姓 結 核 初 感
¥

第 三 章

氣 道 内結 核 感 染 法 二依 ル肺 臓 病 攣 ハ人 膣 と於 ケ

ル肺 結 核 症 ノ爽 生 機 轄 ノ解 明 上 極 メテ重 要 ナ ル

問 題 論 シテ(Cruveilhier,Willemin)以 東 之 二

關 ス ル研 究 業績 ハ極 メ テ多薮 二上 リ、 悉 ク之 レ

ヲ引用 シ余等 ノナ セ ル實 験 成 績 ト比 較 研 究 スル

ノ・殆 ン ド不 可 能 ナ リ
｡故 二余 等 ノ研 究 ト直接 的

關 係 テ有 スル ト看 倣 サ ル ル代 表 的文 献 二就 イテ

比 較 考 二察セ ン トス ル モ ノナ リ｡

且erxheimerハ 實 験 的 肺 結 核 症 ノ研 究 二於 イテ

特 二初 期 病 攣 ノ細 胞 要 素 ノ親 察 二力 テ注 ギ、 家

兎 叉 ハ 海猿 ノ氣 道 内感 染30分 後 先 ヅ肺 胞 壁 上

皮 細 胞 ノ腫 大 漿 性 テ認 メ同 時 二多 量 ノ結 核 菌 テ

貧喰 セ ル軍核 大細 胞 ノ出現 テ認 メ タ リ｡更 ニー

定 時 間 ノ縄 過 後 始 メ テ多核 白血 球 ノ滲 出 シ束 レ

ル モ ノニ シテMoreletDalaus氏 等 モ亦 之 レ

ラ初 期 病 愛 トシテ重 要 親 セ ル所 ナ リ｡24時 間 後

MesenchymaleSeptumzelle及 ビ肺 胞 上皮 ノ・核

分 割 像 ヲ示 シ、 類 上 皮 細 胞 及 ビ亘態 細 胞 ニ 移行

ス ル モ、類 上皮 細 胞 ノ形 成 ニ ハ圭 ト シテ前 者 力

瀾 與 シ後 者 ノ・早 期 二憂 性 崩 壊 スル モ ノノ如 ク思

惟 セ ラル ト云 フ｡3日 後 肺 胞 内 二結核 菌 ノ貧 喰

作 用 ノ著 明 ナ ル軍核 大 細胞 ハ 盆 ≧壇 加 シ、 一方

結核菌ノ蝿 テ跡 多髄 血球ノ}花獣 え惣

ルモ貧喰作用ノ・謹明 シ得ザ リシト云 フ｡

1週 間後限局性乃至瀟蔓性結節形成 テ認メ、類

上皮細胞及t"淋 巴球 ノ雨暦ハ分明 トナリ、2週

間後結節形成ハ肉眼的ニモ著明 トナリ、中心部

ハ乾酪性壊死二陥 リ叉耳態細胞 ノ募加二依 リテ♂

定型的結節 ノ形態 ヲ具備 スルニ至ル ト構セリ｡

此 ノ他纒氣道的結核感染二關 スル實験的研究ノ・

極 メテ多撒二上ル ト難モ其 ノ所見ハ大罷 二於テ

ー致 シ・輩二各種防禦細胞 ノ由束乃至其 ノ意義

染 二於 ケル肺 病 攣 ハ檜 殖 性 炎 ヲ以 テ終 始 スル ニ

非 ラズ、 感作 ノ充 分 ナ ル 時期 ニー一致 シテ滲 出 性

病 憂 ノ登 現 テ認 メ雨 者 ハ交 互 二盛 衰 スル モ ノ ト

考 ヘ ラル ルモ ノナ リ.

考 按

二關 シテ見解 テ軍ニスルモノニシテ
、例ヘバ近

時竹内教授 ハ多核 白血球及ビ輩核大細胞性反慮

撮 モ重要視 シ、生艦組織 ノ詰 核菌二封 スル本

格的雫闘ハ全 ク之等細胞二依 リ、且叉結核竈 ノ

乾酪化 ト密接ナル關係 ノ存 スモノナリト強調セ

ル等ナリ｡

Schwarz及 ビ葉氏等ノ・更二長期ニ亙 リ精細ナ

ル観察ぞ試 ミ、後期二於テノ・士曾殖性病攣 ノ塘強

ト共二乾酪性壌死モ亦鑛大 シ2-3ケ 月後軟化

溶解 シテ室洞形成 テ螢 ミ、一方陳藷乾酪竈二石

灰沈著 テキタシ結締織テ依 リテ包園セ ン、更 ニ

注目スベキハScwarzノ ・感染後1ケ 月ニ シテ突

如死亡セルモノニ於テ、肺充血及ビ肺胞内漿液

性物質 ノ滲出テ認 メ、 コレガ組織像ハ再感染後

Schock症 歌二依 リテ死亡セルモノト全 クー致

スル鮎 ヨリコノ覆生原因 テ過敏症ニ依 リテ説明

セントセリ｡

之等諸先人 ノ文献 テ遙覧 スルニ實駒動物 ノ種別

菌型、毒力及 ビ量的關係ニ依 リテ其 ノ間多少 ノ

相違 ヲ認 ムルモ根本型二於 イテ一一致 ス｡郎 チ滲

出性病攣二始マリ漸次壇殖型 弄トリ後期二室洞

形成 石灰沈著 結締織 ノ増殖テ認 ムルモ病勢

盆 丸檜悪 シテ死 ノ轄蹄テトル.今 コレト余等 ノ

實験成績 ヲ比較 スルニ、病墜ハ肺胞上皮細胞 ノ

腫木鍵性脱落及 ビ輩核大細胞 ノ出現二始マリ、

稻 ヒ時間テ経過 シテ始メテ多核 白血球 ノ滲出著

明 トナル｡該 細胞 ノ攣性崩壌 ト共二軍核大細胞

ノ檜生顯著 トナリ之 レト前後 シテ肺胞壁二於 イ

テ類上皮細胞新生 セラレ結節形成 ヲ螢 ム｡時 間
ノ経過 ト共二各種細胞要素ハ定型噺配列二依 リ

層輪形成明瞭 トナリ、一方結核菌 ノ檜加ノ・乾酪

竈 ノ軟化溶解 ラ促進 シテ室洞形成 ヲ括來ス｡斯
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ク ノ如 ク経 氣 道 的 結核 感 染 像 ハ諸 先 人 ノ夫 レニ

… 致 シ何 等 新 奇 ナ ル所 見 二接 セ ザ ル モ
、 余 等 ハ

後 期 ユ於 イテ滲 出 姓 病 慶 ノ稻 聖急 激 二壇 強 セ ラ

ル ル鮎 テ指 摘 シ、 之 レガ登 生 ハ軍 ナ ル焦 黙 周 園

炎 症 ト異 ナ リ後 期 二至 ツテ増 殖 セル結 核 菌 二依

ル禮 内 性 再 感 染 郎 チAllergie姓 反 慮 ニ依 ル モ

ノナ ラ ン ト思 惟 セ リ｡モ トヨ リ後 期 ユ 於 ケル滲

出 性病 漿 ノ褒 現 ノ・余 等 ノ始 メテ登 見 セ ル モ ノニ

非 ラズ、 甑 二 諸 先 人 ノ記 載 二見 ラル ル所 ナ ル モ

之 レガ褒 現 ノ・翠 二焦 鮎 周 園 性 炎症 二 依 ル モ ノ ト

解 シ深 ク考究 セ ザ リキ｡

肺 臓 ノ結核 初 感 染 二依 リテ惹 起 セ ラル ル病 攣 ハ

増 殖 性 炎 ラ主 トスルハ ー 般 ノ認 ム ル所 ナ ル モ、

感 染 後 直 チ ニ増 殖 性 病 慶 ヲ以 テ開 始 スル ヤ否 二

關 シテノ・尚 疑 議 ノ存 スル 所 ナ リ｡Wechberg,

Herxheimer,Watanabe氏 等 ハ 肺 胞 上 皮 ノ攣

性 々攣 化 ヲ以 テ始 マ ル ト云 ヒ、T6ppisch,Ba-

umgartenPage1等 ノ・初期 反磨 ノ・類 上皮 細 胞

(肺腫 上 皮)ノ 新生 二始 マ リ滲 出現 象及 ビ攣 性 々

攣 化 ノ、之 レニ後 績 ス ル モ ノナ リ ト主張 セ リゆ 近

年竹 内教 授 …派 ハ 氏等 ノ研 究 成績 ヲ骨子 ト シテ

肺 結核 病 ノ根 本 問題 二就 キ掲特 ナル 見解 ヲ褒 表

セ リ、 即 チ氏 二依 レバ從 來結 核 病 慶 ハ滲 出型 及

げ増 殖型 ノ雨 者 工幅 別 セ ラルル モ仔 細 二検 ス レ

バ コ ノ雨 型 ハ1個 ノ同 一一結節 内 二 混 在 シテ實際

嚴蜜 二云 ヘ バ雨 型 ノ唾 別 ハ不 可 能 ナ リ ト シ、從

來 一般 二増 殖 型 ナ リ ト思 惟 セ ラ レタ ル結 節 ノ如

キノ・實 ノ・滲 出物 ノ凝 固 セル モ ノ多 キ鮎 ヨ リ、 結

核 病 慶 ヲ滲 出物 ノ凝 固(結 節)ト 軟 化(空 洞 形 成 》

二分 類 セ ン トスル モ ノナ リ｡氏 等 二依 レバ結 核

菌 ガ肺 臓 實 質 内 ニ侵 入 スル トキ ハ先 ヅ氣 管 枝 及

ビ肺 胞 テ中心 トシ テ滲 出姓 病 慶 テ惹 起 スル モ毒

力 ノ強 キ時 ハ 白血 球 ヲ圭 罷 トシ弱 キ トキ ノ・漿液

性 物 質 ノ滲 出 ヲ認 メ、 時 日 ノ経 過 ト共 二 白血 球

、竈 ハ 凝 固 壊 死(乾 酪 化)轟 陥 リ之 二亜 ギ類 上 皮 細

胞 及 ビ嗜 銀 性繊 維 ノ新 生 二依 リ塘 殖 姓 炎 二移 行

ス ル モ ノ チ リ ト云 フ｡而 モ初 期 白血 球 性 反 慮

二最 モ重 要 ナ ル 意 義 テ 賦 與 セ ン ト ス ル モ ノナ

リ｡然 ラバ 余等 ノ實 験 成績 ヨ リ見 レバ 如何｡モ

}

トヨ リ余 等 ハ犬 量 結 核 菌 テ而 老之 レ ヲ自然 感 染

法 二 依 ラズ大 量 ノ生 理 的 食 騨 水 二混 ジテ直接 氣

道 内 二注 入 セ シ メ タル モ ノナ レバ、`結核 菌 自燈

ノ作 用以 外 二液 麗 二因 ル非 特 異 性 刺 戟 加 味 セ ラ

ル ル ハ 否 定 シ得 ザ ル所 ナ ル モ、 初 期 反 慮 ト シテ

肺 胞 壁 細 胞 ハ腫 大 攣 性 脱 落 シ肺 胞 内 二大 滲 出細

胞 、 白血 球 、 漿 液 性物 質 ノ滲 出現 象 ラ認 メ、 之

二後 レテ肺 胞 間 質 二類 上 皮 細 胞 ノ形 成 ヲ読 明 セ

リ.サ レバ余 等 ノ成 績 白 リ ス レ・囎 殖 性 病 攣 ハ

攣 性 々滲 出性 病 愛 テ先 願 トス ル モ ノナ リ｡ト思 惟

セ ラル｡然 レ ドモ斯 カル初 期 滲 出 性 病 攣 ハ結 核

症 二特 有 ナ ル モ ノナ リヤ否 二 關 シテ ノ・疑 議 ノ存

スル所 ニ シテ、 ア ラユ ル他 種 細 菌 二依 ル モ ノ ト

ノ間 二質 的 差 異 ハ認 メ難 ク、 随 ツ テ之 レテ非 特

異 的 異 物 作 用 ト解 ス ル者 多 シ余 等 モ亦 之 レニ追

從 セ ン トスル モ ノナ リ｡

次 二余 等 ノ・結核 病 慶 二 見 ラル ル 各種 防禦 細 胞 及

ビ諸 攣 化 ノ登 生 及 ビ其 ノ意 義 二就 イテ些 力考察

ヲ試 ミ ン トスル モ ノナ リ｡

a.翠 核 大 細 胞(所 謂 大 滲 出細 胞)該 細 胞 ハ結

核 菌 二封 ス ル貧喰 作 用 著 明 ニ シテ初 期 防 禦 細 馳

中 最 モ重 要 ナ ル モ ノ ト看 微 サ レ、 殊 二 乾酪 性肺

炎 二多 量 覆 現 スル ハ諸 家 ノ意 見 ノー 致 スル所 ナ

ル モ、 コ レガ由 來 二 關 シ テノ・異 論 多 シ.コ ノ原

因 ノ大部 分 ノ・肺 臓 ノ正 常 構 造 ノ爾 不 明 ナ ル鮎 ノ

存 ス ル タ メ ナ リ｡肺 臓 壁 ハ大 形 無 核 細 胞 及 ビ

小形 有核 細 胞 ノ雨 種 ノ上 皮 細 胞 二 依 リ テ被 覆

セ ラル ル ト構 セ ラ レタ ル モ、(Eberth,Elenz,

Colberg,Schulze,Krause)、 近 時Seemann

ハ扁 平無 核 上皮 細 胞 ト構 セ ラル ル モ ノハ人 工 的

産 物 ニ シテ毛 細 血 管 ハ 全 ク肺 胞 腔 内 二露 出 セル

モ ノナ リ ト構 シ、Maximowノ ・有 核 細 胞 ノ・上皮

細胞 二非 ラ ズMesenchymaleSeptumzelleA

シテ無 核 細 胞 ノ ミ氣 道 上皮 晶連 績 セル モ ノナ リ
ジ

ト云 フ｡Lang・Friedu.Footノ ・肺 胞 壁 細 胞

ハ 上皮 様 配列 乃 至形 態 ラ示 セ ル モ本 質 ノ・胎 見 性

性 質 ヲ有 スル組 織 球 轟属 シ刺戟 二封 シ テ急 激 二

反 慮 スル モ ノナ リ ト云 フ.斯 ク ノ如 ク上 皮 細胞

ノ存 在 二就 イ テ異 論 多 ク、 之 レニ 關聯 セ ル大 滲
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出細 胞 ノ由來 モ亦 複雑 ナ リ｡之 二 關 スル諸 先人

ノ見解 ヲ綜 合 ス ルニRokitansky,Baumgarten ,

Aschoff氏 等 ノ・肺 胞 上皮 ヨ リ登 生 ス ル ト主 張 シ

orthハ 血液 中 ノ 軍核 大細 胞 ノ肺 胞 腔 内 二滲 出

セ ル モ ノ トナ シ、Buhl,T6ppischノ ・血 管 内被 細

胞 二其 ノ由束 ラ求 メ、清 野 氏馨 ハKarmin二 依

ル生 艦 染色 ヨ リ肺 胞 間質 二介 在 セル組 織 球 二 由

來 ス ル モ ノナ リ ト主 張 セ リ｡Schwarz主 之 レ テ

組 織 球 ト看倣 ス黙 ハ異 論 ナ ケ レ ドモ、 豫 メ肺 胞

腔 ノNischeニ 介 在 セル輩 核 大 細 胞 ヨ リ來 レル

モ ノナ リ ト云 フ｡然 ルニPagel,Timofejewski,

Henke,Otaka氏 等 ル・滲 出 細 胞 ノ褒 生 ノ・… 元 的

二 読 明 シ得 ザ ル モ ノニ シテ母 細 胞 ハ血 管 壁 細 胞

結 締 織 性 細 胞 及 ビ組 織 球 性 細 胞 ハ悉 ク之 レニ關

與 シ多 元 的 ナ リ ト構 セ リ｡

余 等 モ亦 結 核 感 染 二際 シ テ見 ラル ル肺 胞 内大滲

出 細 胞 ノ本 態 テ追 求 セ ン ト シテ結 核 菌 二混 ジテ

ー 定 量 ノKarmin色 素 テ注 入 シ
、叉 ノ・今 氏銀 反

慮 デ施 シテ検 索 セ リ｡此 ノ結 果 余等 ハ 大滲 出細

胞 ハ ニ 種類 二大 別 シ得 ル コ トヲ確 メ、タ 恥 即 チ

ーw-一一一1ハ結 核 菌 及 ビKarminヲ 貧喰 シ銀 反 慮 陽 性 ナ

ル モ ノ、其 ノニ ノ・銀 反 慮 陰 性 、且生 禮 染 色像 モ亦

貧喰 ナ リヤ或 ハ死 戦 期 被 染性 ナ リヤ ノ判 定困 難

ナ ル モ ノ多 シ｡前 者 ハ組 織 球 ニー致 シ其 ノ薮 多

ク、 後 者 ノ・所 謂 肺 胞 上皮 ニー 致 セル形 態 テ示 シ

該 細 胞 ノ脱 落 シ來 レル モ ノナ ラン ト思 惟 セ ラ ル｡

眞 島 氏 モ大滲 出 細胞 ヲ肺 胞 上 皮 二 由來 セ ル モ ノ

ト、組 織 球 ヨ リ來 レ)レモ ノ ノ雨 種 二隔 別 シ前 者

ノ・貧喰 性 陰 性 ニ シテ全 ク防 禦 作 用 二關 與 セ ザ ル

モ、 時 二爾 者 ノ偏別 ノ・極 メ テ困難 ナ ル場 合 ノ存

ス.ル コ ト テ設 ケ リ.清 野 教 授 モ亦 上皮 細 胞 ノ

Karmin穎 粒 テ貧喰 ス ル コ トノ可 能 ナ ル鮎 テ述

べ之 レヲ昭組 織 球 ト隔 別 ス ル コ トノ・困難 ナ ル"ト

ア リ ト記 セ リ｡之 等 ノ事 實 ヨ リ考 フル時 ハ大 滲

出細 胞 ハ主 ト シテ組 織 球 二 由束 ス ル コ トハ 疑 フ

ベ ヵラザ ル モ肺 胞 上皮 ノー 部 モ亦 之 二 關 與 シ得

ル可 能 性 ノ存 ス ル コ トテ推 量 シ得 ル モ ノナ リ｡

b.多 核 白血 球 結 核 初 感 染 二際 シ テ早 期 二 多

核 白 血球 ノ登 現 ス ル ハ竹 内教 授 ラ始 メ何 人 モ之

レテ認 ム ル所 ナ リ｡早 期 反慮 トシテ ノ白血 球 ノ

意義 二 關 スル 見解 ハ人 ニ ヨ リテ異 ナ リ、Yersin,

Borel,Kostenitscha.Wolkow,Lewis,San-

derson氏 等 ハ 白血 球 ノ出 現 ノ・軍 ナ ル異 物 反 慮

ト看倣 シ難 ク 菌 二 封 ス ル 特 殊反 慮 ナ リ ト シ、

Volwaldハ 白血 球 ノ包 園 二依 リテ結核 菌 ヲ局

在 化 セ シメ、 巳結 節 形 成 ハ本 細 胞 ノ刺戟 二依 リ

惹起 セ ラル ル 毛 ノナ リ ト云 フ｡

竹 内教 授 ハ更 二 白血 球 性 反 慮 ヲ重 要 シ、 コ レノ・

早期 反 慮 ト シテ ノ ミナ ラ ズ結核 菌 力組 織 内 二於

テ新 シキ病 竈 ヲ形 成 スル トキ、換 言 ス レバ菌 ノ

繁 殖 活 動 ス ル トキノ・白 血球 病 竈 テ以 テ現 ハ ル ル

モ ノ トナ シ、 生禮 ノ結 核 菌 ご封 ス ル防禦 作 用 二

封 シテ最 モ主 動 的役 割 テ演 ズ ル モ ノナ リ ト強 調

セ リ｡然 レ ドモー 方Mallory,Engelhart,Wata・

nabe,且erxheimer,T6PPiseh,Krause氏 等 ノ、

多核 白 血球 ノ食菌 作 用〃 殆 ン ド認 メ難 キ黙 、 且

他 種 細 菌 二依 リテ モ磯 現 シ殊 二大 量 菌 使 用時 二

著 明 二登現 ス ル鮎 ヨ リ之 レヲ非 特 異 性 反 慮 二 因

ル モ ノ トシテ特 異 的意 義 ヲ認 メザ ル モ ノナ リ｡

サ テ余 等 ノ成績 ヨ リ見 ルニ 白血 球 ハ花 環歌 ヲナ

シテ結 核 菌塊 テ園 ミ周 園 ヘ ノ櫨 散 ヲ阻 止 ス ルガ

如 キ態度 テ示 シ時 間 ノ経 過 ト共 二 多核 白血 球 ハ

慶 性 崩 解 シ同時 二菌 モ亦 被 染 性 不 良 トナ リ多撒

ノ小塊 二分 散 シテ輩 核 大 細 胞 ニ ヨ リテ振 取 セ ラ

ル｡カ カル貼 ヨ リ見 ルニ 白血 球 ノ結 核 菌 二封 ス

ル作 用 ハ之 レテ凝 集 局 在 セ シメ 先罷 内 ニ於 ケル

籏 散 ヲ防 ギ ー方 大 滲 出 細胞 乃 至 類 上 皮細 胞 ノ食

菌 作 用 ヲ容 易 ナ ラ シム ル等 防禦 作 用 二封 シテー

役 翻 テ演 ズ ル モ ノナ ル モ、 類 上 皮細 胞 ノ如 キ特

異 的 意 義 テ附 與 シ難 キ モ ノナ グ ン ト思 惟 セ ラ

ル｡尚 多 核 白 血 球 ハ早 期 二登 現 ス ル ノ ミナ ラズ

後期 二於 テ モ認 メ ラル ル モ ノ ナル モ之 レニ 閣 シ

テ乾 酪 慶 性 ノ項 ニ テ論 ゼ ン｡

0・ 類 上 皮細 胞 及 ビ互 態 細 胞 該 細 胞 ノ・結 核 菌

二封 スル生 罷 ノ特 異 的 形態 學 的反 慮 ノ中核 ヲ ナ

ス細 胞 要 素 ニ シテ其 ノ本態 乃 至登 生 ノ・既 二諸 先

人 二依 リテ關 明 セ ラ レ タル所 ナ リ｡現 今最 モ興

味 アル研 究 ハ該 細 胞 ト菌燈 ヲ構 成 ス ル化 學 的物

ぎ
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質 ト〆ノ關 係 ナ リ｡Sabin,Doan,Forknerハ 該

細 胞 形 成 物 質 ハ 脂 肪 質 殊 ニ コ ノ中 二 含 マ ル ル

Phthioicacid二 依 ル モ ノ トシ、Tschitowitsch,

Jaff6氏 等 パ脂 肪溶 解 剤 ニ テ虚 置 セ ル菌罷 ハ亘.

態 細 胞 形 成 能 力 ノ清 失 ス ル モ ノナ リ ト云 ヘ リ｡

竹 内教 授 ハ種 々 ノ類 脂 磯 ノ高級 脂 肪 酸 テ ヨ クテ

モ類 上皮 細 胞 及 ビ亘態 細胞 ノ容 易二形 成 セ ラ ル

ル貼 ヨ リ蹄 納 シ、該 細 胞 ハ 白血 球 ユ依 リテ崩 解　
セ ラ レタル結 ヨ リ遊離 セ ル脂 肪 酸 二 依 ル モ

ノ トナ シ、 換 言 ス レバ 薗 ノ死後 ノ分 解物 ノ清 掃　
ト云 フ意 味 二於 テ出現 ス ル モ ノナ リ トセ ルハ注

目 スベ キ見解 ナ リ｡教 室 ノ高 後 ハ脈 汁酸 加培 養

基 ニ テ培 養 セ ル結 核 菌 二依 リテ類 上皮 細 胞 ノ ミ

ナ ラ ズ亘態 細 胞 ノ形 成 モ亦著 シ ク促 進 セ うルル

テ讃 明 セ リ｡斯 カル菌 盟 特 殊 成分 ト防禦 細 胞 ト

ノ關係 ハ極 メ テ興 味 ア ル見解 ナ ル モ余等 ノ實 験

成 績 ヨ リノ、直 チニ 之 レテ批 判 シ得 ベ キ根 嫁 チ見

出 シ難 キ モ ノナ リ｡兎 モ角 モ結 核 初 感 ニ於 ケ ル

結 節 形 成 ハ白 血球 一 輩核 大細 胞 浸 潤 ヲ先 騒 ト シ

類 上皮 細 胞 ノ出現 ノ・相 當 ノ時 日 ヲ要 スル モ ノニ

シテ此 ノ間 菌禮 ハ滲 出細 胞 ノ作 用 二 依 リテ…部

攣 性 崩 解 セ ラル ルハ容 易 二 想像 シ得 ル所 ナ ル モ

菌 質 ノ崩壊 ト類 上皮 細 胞 形 成 ト ノ關 係 二就 イテ

バ 項 ラ改 メテ論 ダ ン.

d.乾 酪 墾 性 及 ビ空洞 形成 結 核 病 竃 二於 ケル

乾 酪 性 攣 姓 及 ビ空 洞 形 成 ハ組 織 學 的 二類 上皮 細

胞 蚊 ビニ亘 態 細 胞 ト共 二結 核 症 二於 テ最 モ特 異

的 病 攣 ト看 倣 サ ルル モ ノナ リ｡之 等 病 攣 ノ・結 核

再 感 染 殊 二Adrenalin併 用 例 二最 モ著 明 二登

現 シ組 織 ノAllergie性 反 磨iト密 接 ナル 關係 ノ

存 スル モ ノナ 日 思 惟 セ ラル｡之 等 病 攣 ノ

Allergie読 ノ正 否 二 關 シテハ第 二及 ビ第 三 編 二

於 イテ詳 論 シ今回 ハ 多核 白血 球 ト ノ關係 テ論 ゼ

.ン トスル モ ノナ リ.早 期 反 慮 ト シテ ノ白血 球 ノ

意1義二關 シ テハ既 二認 ぜル 所 ナル モ、 問題 ハ後

期 ニ再 ビ堆『力日ス ル ニ在 リ.

Kostenitsch,Wolkow,Medlar竹 内氏 等 二依

リテ圭 張 セ ラ レ、 後 期 二見 ラル ル膿 様 白血 球 浸

潤 ハ結 核 菌 乃 至 ハ結 核 竈 ノ攣 性 崩 壊 物 質 ノ刺 戟

二依 ル モ ノ ニ シ テ乾 酪 化 ノ先 願 ラ ナ ス モ ノ ト

シ、 一般 的 化 膿 性 炎 症 ノ如 ク軟 化 溶 解 セ ザ ル ハ

白血球 ノ自家 融 解 酵 素 ハ結 核 菌 ノ作 用 二依 リ早

期 二1省失 シ(Schmaus,Albrecht)、Opieノ ・炎

症 局 所 ノAcido$isう 依 リProteoseノ 作 用 ノ

無 能 化 セ ラ ル ルニ依 ル モ ノナ リ ト云 フ｡然 か 二

Sabin一 派 ハ乾 酪 化 ハ類 上皮 細 胞 ノ死 滅 二依 サ

テ生 ジ白 血 球 浸潤 ハ 其 ノ崩 解 後 二次 的 二來 レル

モ ノ ト解 シMedlar氏 等 ノ白 血 球 先 行 読 テ否定

セ リ.余 等 ノ所 見 ヨ リ ス レバ乾 酪 性 壊 死 ハ2週

間 後 嚢 現 シ結核 菌 ノ檜 殖 ト共 二漸 次 壇 強 ス｡い

一 方 多核 白血 球 ハ感 染 後2～3日 ニ シテ攣 性 崩

壊 消 失 シ乾 酪 化 ノ進 行 セ ル後 期 二於 イ テ再 ビ多

量 二奨 現 シ竹 内教 授 ノ云 ヘ ル ガ如 ク白血 球 竈 ト

乾 酪化 トハー聯 セ ル綴 績 的 關 係 ヲ認 メ難 シ｡サ

レ ド余等 ノ所 見 ヨ リ考 フル トキハ後 期 白血 球 性

反癒 ハ結 核 病 竈 ノ乾 酪 化 後 ニ嚢 現 シ室 洞 形 成 ト

因 果 關 係 ラ有 ス ル モ ノ ト思 惟 セ ラ ル｡室 洞 形 成

ハ 乾 酪竈 ノ水 分 吸 牧 ム依 ル膨 化 後 多核 白血 球 、

軍 核 圓 形細 胞 ノ作 用 二依 リテ軟 化 溶 解 シ、 此 ノ

軟 化物 質 ガ経 氣 道 的 工喀 出 セ ラ レテ室 洞 テ形 成

ス ル モ ノ ト稻 セ ラ レ(PyoideErweichungnach

Baumgarten)、Miller等 ハ結 核 結 節 ン乾酪 化 物

質 ハ 白血 球 ノ蛋 白 質分 解 酵 素 二依 リテ溶 解 セザ

ル限 リ室洞 形 成 テ惹起 セ ザ ル モ ノナ リ ト極 論 セ

リe然 レ ドモPagelハ 結 核 菌 ノ極 メ テ多量 ナ

ル トキ ハ白 血 球 ラ俘 ハ ザ ル モ ノニ於 イ テ モ軟 化

溶 解 ヲ認 メ得 ル モ ノナ リ ト張 調 シ、 殊 二初 感 染

二屡 丸認 メ ラル ル ト記 載 セ リ
｡余 等 ノ所 見 ヨ リ

ス レバ結核 菌 ノ豊 饒 ナ ル乾 酪竈 ハ軟 化 溶 解 二傾

ケル モ白 血 球 ノ参 加 二依 リテ益 く増 強 セ ラル、

此 ノ際 白.血球 ノ登 現 ハ結 核 菌 毒 素 乃 至 攣 性 崩壊

物 質 ノ直 接 的 刺 戟 二依 ル モ ノナ リ ヤ又 ハニ次 的

混 合 感 染 晒 蜘 ベ ヤ ニ就 テノ・議 論 多 ク之 レニ

就 イ テノ、第 二奉扁ニ テ論 ゼ ン.

e・ 滲 出 性 病 墾 一 時 的 輕 度 ナル滲 出性 病 攣 ハ

経 氣 道 的 感 染 直 後 二 出現 ス ル モ最 モ著 明 ナ ルハ

4～6週 間後 二 見 ラル｡"前 者 ハ 非 特 異 的 早期 反

癒 ト看 倣 サ ル ル モ後 者 ノ・其 ノ組 織 像 ヨ リ見 ル 轟
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縄 氣 道 的 再感 染 像 ニー 致 シ而 モ氣管 枝 テ中心 ト

シテ褒 現 セル鮎 ヨ リ考 フル 汽 コ レガ嚢 生 バー

般 的 焦 黙 周 園 性 炎 症 ト異 リAllergie反 慮 ガ重

要 ナ ル役 割 テ演 ズ ル モ ノ ト思 惟 セ ラル%epチ 結

核 菌 ハ生 艦 内 二於 イテ漸次 繁 殖 シテ其 ノ敷 テ檜

加 シ之 レニ伸 ツ テ生 艦 モ亦Allergie状 】 ニ移

、行 ス｡コ ノ時 二當 リ増殖 セ ル結 核 菌 ノ経 氣道 的

傳 播 ハ再 感 染 ト同 様滲 出 性 病攣 テ惹 起 スルハ何

等 怪 シム』 足 ラザ ル モ ノナ リ｡恰 モ非感 作 個 禮

ニ於 イテ1同 大 量 ノ血 清慮 置 二依 リー定 期 間後
、

嚢 生 スル血 清 病 ガ結 局 其 ノ経過 申 二形 成 セ ラ レ

タル抗 禮 ト残 存 セ ル抗 元(血 清)二 依 ルレAllergie

性 反慮 二依 リテ読 明 セ ラル ル ガ如 ク、 結 核 初 感

染 二於 テ モ病氣 ノ経 過 中 二登生 セ ル抗 艦 ガ生 盟

内 二 於 テ 更 二 増 殖 セ ル 菌 罷 ト結 合 シ 此 慮 二

Allergie性 反 慮 ト シテ滲 出性 炎 症 ノ登 生 セル ナ

ラ ン ト思 惟 セ ラル｡從 ツ テ輩 純 感染 二於 テモ長

期 間 ノ経 過 中 ニ ハ結 核 性 病 攣 ハ増 殖 型 ヨ リ滲 出

型 叉 ハ檜 殖 型 ト交 互 二増強 シ、 個 騰 ノ感 作 歌 態

モ亦Allergieヨ リAnergiel又Allergieト 交
ぎ

互 ユ移 行 ス ル モ ノナ ラ ン ト豫 想 セ ラルル モ ノナ
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